














研修 2 日目は、各自が事前に選んだ実習コース (A~D) を分子科学研究所、基礎生物研究所、生
理学研究所の3会場にわかれて終日行った。
・岡田はテーマ(D)の「質量分析計を用いたタンパク質の解析」を選んだ。
これは、微量の標品のタンパク質を用い、質量分析言十とタンパク質データベース検索システムに
より同定を行う実習である。
解析計測l器にかける前の緒操作は普段行っていることとあまり変りはしなかったが、同じテーマ
を選んだ他機関の受講者の操作、テーマの指導者 (3名)の視線が気になり地に足がついていない状
態だった。
・岡井はテーマ (B)の「光合成の名反応を人工分子で体験する。」を選んだ。
これは、光合成初期過程の光化学反応を、人工分子を使ったモデル系で実験を行う実習である。
レーザー光を使った吸収光子数の見積もり、 NMRを使った反応性生物の解析などを体験した。
この実習を通して感じたことは、植物の光合成が非常に巧妙なシステムであり、このシステムを
人工で行うには、まだまだクリアしなければならない問題が山積みであることを実感した。
3日目は、研究所内の施設見学が行われ、最高水準の機器に圧倒された。特に920MHzのNMR
や位相差顕微鏡は当大学で見慣れた物と異次元で、あった。
午後からはある意味で今回の合同研修の目玉であった「三菱自動車工業側での企業見学j が行わ
れた。単純に生産ラインの見学と思っていたが、現在注目を浴びている、軽自動車 Wi(アイuを
ベースに、環境に優しい電気自動車 WiMiEVJ]の試乗(運転)ができた。これは今回の研修を行っ
た研究所と三菱自動車工業側の繋がりで実現できたとの説明で、あった。運転した感想は、運転手、
助手席の三菱自動車指導者、後部座席に運転待ち 2名の計4名が乗員しているのにも関わらず素晴
らしい加速で、「安ければすぐにでも買いたしリとすこぶる評判は高かった。
この 3日間にわたる今回の研修は、職務遂行に必要な専門的知識を習得できる実践的な研修会だ
ったと思う。そして最後に、研修開催に際してご尽力頂いた方々にお礼申し上げます。
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